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最後に無臭のアルコキシイソチオシアナートを合成し、ガス相
－６９－
での抗菌，性を評価した。アルコキシ基の存在により抗菌活性は高
められ、特に非分岐型アルコキシイソチオシアナートおよび４－メ
トキシフェニルイソチオシアナートの抗菌活性は高く、ＥＣＯﾉﾉ、
Ａ〃ｉｇｅ７に対する最小発育阻止ガス濃度はアリルイソチオシアナ
ートの約１/ｚ～１/１００であった。構造活性相関では、非分岐型アル
コキシイソチオシアナートは分配係数の大きい、すなわち疎水性
の高いものほど、抗菌活性が強い傾向が認められた。
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前述の無臭の各イソチオシアナート化合物を抑制ターゲット
または使用方法に応じて選定することにより、臭気の問題を解決
し、更には抗菌。防カビ・抗ウイルス性能の向上が図れる可能』性
がある。
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